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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公開番号】特開2002-135108(P2002-135108A)
【公開日】平成14年5月10日(2002.5.10)
【出願番号】特願2001-223683(P2001-223683)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｋ  19/0185   (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/786    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/822    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｋ  19/00    １０１Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１４　
   Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１３Ａ
   Ｈ０１Ｌ  27/04    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月20日(2008.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｐチャネル型トランジスタと、ｎチャネル型トランジスタとを有し、
　前記ｐチャネル型トランジスタのソースには所定の電源電位が入力され、
　前記ｎチャネル型トランジスタのソースには入力信号が入力され、
　前記ｐチャネル型トランジスタのドレインは前記ｎチャネル型トランジスタのドレイン
と電気的に接続され、
　前記ｐチャネル型トランジスタのドレイン又は前記ｎチャネル型トランジスタのドレイ
ンから出力信号が出力され、
　前記ｐチャネル型トランジスタのゲート及び前記ｎチャネル型トランジスタのゲートに
は、前記ｐチャネル型トランジスタ及び前記ｎチャネル型トランジスタをオンとするよう
な電位が入力されることを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項２】
　第１のｐチャネル型トランジスタと、第２のｐチャネル型トランジスタと、第１のｎチ
ャネル型トランジスタと、第２のｎチャネル型トランジスタとを有し、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのゲートには第１の電源電位が入力され、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのソース及び前記第２のｐチャネル型トランジス
タのソースには、前記第１の電源電位よりも高い第２の電源電位が入力され、
　前記第１のｎチャネル型トランジスタのソースにはリファレンス電位が入力され、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのドレインと、前記第１のｎチャネル型トランジ
スタのドレインと、前記第１のｎチャネル型トランジスタはゲートと、前記第２のｐチャ
ネル型トランジスタのゲートと、前記第２のｎチャネル型トランジスタのゲートとは電気
的に接続され、
　前記第２のｎチャネル型トランジスタのソースには入力信号が入力され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのドレインと前記第２のｎチャネル型トランジス
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タのドレインは電気的に接続され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのドレイン又は前記第２のｎチャネル型トランジ
スタのドレインから出力信号が出力されることを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記入力信号はＨｉｇｈの電位とＬｏｗの電位を有しており、前記Ｈｉｇｈの電位は、
前記第２の電源電位から、前記第２のｐチャネル型トランジスタの閾値電圧の絶対値と、
前記第２のｎチャネル型トランジスタの閾値電圧の絶対値とを差し引いた値よりも小さい
ことを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項４】
　第１のｐチャネル型トランジスタと、第２のｐチャネル型トランジスタと、第１のｎチ
ャネル型トランジスタと、第２のｎチャネル型トランジスタとを有し、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのゲートには第１の電源電位が入力され、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのソースには前記第１の電源電位よりも高い第２
の電源電位が入力され、
　前記第１のｎチャネル型トランジスタのソースにはリファレンス電位が入力され、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのドレインと、前記第１のｎチャネル型トランジ
スタのドレインと、前記第１のｎチャネル型トランジスタのゲートと、前記第２のｎチャ
ネル型トランジスタのゲートとは電気的に接続され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのゲートには前記第１の電源電位が入力され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのソースには前記第２の電源電位が入力され、
　前記第２のｎチャネル型トランジスタのソースには入力信号が入力され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのドレインと前記第２のｎチャネル型トランジス
タのドレインは電気的に接続され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのドレイン又は前記第２のｎチャネル型トランジ
スタのドレインから出力信号が出力されることを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記入力信号はＨｉｇｈの電位とＬｏｗの電位を有しており、前記Ｈｉｇｈの電位は、
前記第２の電源電位から、前記第２のｐチャネル型トランジスタの閾値電圧の絶対値と、
前記第２のｎチャネル型トランジスタの閾値電圧の絶対値とを差し引いた値よりも小さい
ことを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項６】
　第１のｐチャネル型トランジスタと、第２のｐチャネル型トランジスタと、第１のｎチ
ャネル型トランジスタと、第２のｎチャネル型トランジスタとを有し、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのゲートには第１の電源電位が入力され、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのソースには前記第１の電源電位よりも高い第２
の電源電位が入力され、
　前記第１のｎチャネル型トランジスタのソースには入力信号が入力され、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタのドレインと、前記第１のｎチャネル型トランジ
スタのドレインと、前記第１のｎチャネル型トランジスタのゲートと、前記第２のｎチャ
ネル型トランジスタのゲートとは電気的に接続され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのゲートには前記第１の電源電位が入力され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのソースには前記第２の電源電位が入力され、
　前記第２のｎチャネル型トランジスタのソースには前記第１の電源電位が入力され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのドレインと前記第２のｎチャネル型トランジス
タのドレインは電気的に接続され、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのドレイン又は前記第２のｎチャネル型トランジ
スタのドレインから出力信号が出力されることを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項７】
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　請求項６において、
　前記入力信号はＨｉｇｈの電位とＬｏｗの電位を有しており、前記Ｈｉｇｈの電位は、
前記第２の電源電位から、前記第１のｐチャネル型トランジスタの閾値電圧と、前記第１
のｎチャネル型トランジスタの閾値電圧とを差し引いた値よりも小さいことを特徴とする
レベルシフタ回路。
【請求項８】
　請求項２または請求項３において、
　前記第２のｐチャネル型トランジスタのゲート及び前記第２のｎチャネル型トランジス
タのゲートには、前記第２のｐチャネル型トランジスタと前記第２のｎチャネル型トラン
ジスタとをオンの状態にするような電位が入力されることを特徴とするレベルシフタ回路
。
【請求項９】
　請求項４乃至請求項７のいずれか一において、
　前記第２のｎチャネル型トランジスタのゲートには、前記第２のｎチャネル型トランジ
スタをオンの状態にするような電位が入力されることを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一において、
　前記出力信号はバッファを介して後段の回路に出力されることを特徴とするレベルシフ
タ回路。
【請求項１１】
　請求項２乃至請求項１０のいずれか一において、
　前記第１のｐチャネル型トランジスタは電流が流れているときには線形領域で動作する
ことを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項１２】
　請求項２乃至請求項１１のいずれか一において、
　前記第１のｎチャネル型トランジスタは電流が流れているときには飽和領域で動作する
ことを特徴とするレベルシフタ回路。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１２のいずれか一に記載の前記レベルシフタ回路を用いることを特
徴とする半導体装置。
【請求項１４】
　請求項１３おいて、
　ディスプレイ、ビデオカメラ、頭部取り付け型のディスプレイ、画像再生装置、パーソ
ナルコンピュータ又はゴーグル型ディスプレイであることを特徴とする半導体装置。
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